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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＰＧＡネットリストを作成する方法であって、
　前記ＦＰＧＡネットリストは、ＦＰＧＡソースコード（２０）と少なくとも１つのシャ
ドーレジスタ（１０）とから形成され、
　前記ＦＰＧＡソースコード（２０）は、少なくとも１つの機能と少なくとも１つの信号
（３０）とを規定し、前記シャドーレジスタ（１０）は、前記ＦＰＧＡネットリスト内で
規定されており、
　前記シャドーレジスタ（１０）は、前記少なくとも１つの信号（３０）に割り当てられ
、かつ、当該割り当てられた信号（３０）の信号値を実行時間中に記憶するように調整お
よび設定され、
　記憶された前記信号値を実行時間中に読み出す手段が設定および調整され、
　前記ネットリストは、ＦＰＧＡ上にロードされ、当該ＦＰＧＡによって実行されるよう
に設定され、
　前記ＦＰＧＡソースコード（２０）によって記述された前記機能は、前記ＦＰＧＡによ
って実行される方法において、
　前記シャドーレジスタ（１０）の機能的な分離によって、前記シャドーレジスタ（１０
）を前記ＦＰＧＡソースコード（２０）において記述された前記機能から分離し、当該分
離の時点で前記シャドーレジスタ（１０）内に記憶された前記信号値は、前記ＦＰＧＡソ
ースコード（２０）において記述された前記機能が実行される間、変更されず、
　分離時から変更されない、前記シャドーレジスタ（１０）内に記憶された前記信号値を
出力する、
ことを特徴とする、ＦＰＧＡネットリストを作成する方法。
【請求項２】
　前記ＦＰＧＡソースコード（２０）は、複数の信号（３０）を規定し、
　複数のシャドーレジスタ（１０）がそれぞれ１つの信号（３０）に割り当てられ、
　前記機能的な分離は、前記複数のシャドーレジスタ（１０）を同期して分離するように
設定されている、
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請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記分離のために、前記シャドーレジスタ（１０）のイネーブル信号（６０）または前
記シャドーレジスタ（１０）のクロック信号（７００）が中断される、
請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記ＦＰＧＡソースコード（２０）は、グラフィックモデルまたはテキスト形式のコー
ドとして存在する、
請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　前記シャドーレジスタ（１０）は前記ＦＰＧＡソースコード（２０）または前記ＦＰＧ
Ａソースコード（２０）のコピー内に挿入される、
請求項１から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記ソースコード（２０）からネットリストが作成され、前記シャドーレジスタ（１０
）が当該ネットリスト内に挿入される、
請求項１から５までのいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記シャドーレジスタ（１０）は自動的に挿入され、前記信号（３０）に割り当てられ
る、
請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記信号（３０）が既に前記ソースコード（２０）の別の箇所でシャドーレジスタ（１
０）に割り当てられているか否かが自動的に検査され、前記信号（３０）が既に前記ソー
スコード（２０）の別の箇所でシャドーレジスタ（１０）に割り当てられている場合には
、当該信号（３０）にさらなるシャドーレジスタ（１０）は割り当てられない、
請求項１から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも２つのシャドーレジスタ（１０，１００）が挿入され、前記信号（３０）に
割り当てられ、
　前記第１のシャドーレジスタ（１００）は、実行時間中に、最新の信号値を記憶するよ
うに設定および調整され、また、前記第２のシャドーレジスタ（１０）は分離されている
、
請求項１から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　前記ネットリストの作成時に、前記ＦＰＧＡの外部リードバックインタフェースおよび
／または内部リードバックインタフェースを介した前記シャドーレジスタ（１０）の読み
出しが設定および調整される、請求項１から９までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　複数のシャドーレジスタ（１０）が挿入され、
　当該複数のシャドーレジスタ（１０）が結合されて、１つのシフトレジスタチェーンに
なり、前記ＦＰＧＡの外部インタフェースを介して読み出されるように設定および調整さ
れる、
請求項１から１０までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　複数のシャドーレジスタ（１０）が挿入され、前記ＦＰＧＡの外部インタフェースを介
した当該複数のシャドーレジスタ（１０）の読み出しのために、アドレスコードが設定お
よび調整される、請求項１から１１までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　前記シャドーレジスタに対して付加的にロジック（１１０，１４０）が挿入され、
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　当該ロジック（１１０，１４０）は、実行時間中に、前記信号値が変化すると、トリガ
信号（１３０）を出力するように設定および調整され、
　当該トリガ信号（１３０）は、前記シャドーレジスタの分離を引き起こす、
請求項１から１２までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１４】
　前記シャドーレジスタ（１０）の挿入前に、
・最初の前記信号値（３０）が依存する、前記ＦＰＧＡソースコード（２０）における全
ての定数を求めるステップと、
・前記定数の見出された値に対して最小の必要ビット幅を求めるステップと、
・前記定数を、各求められた前記最小の必要ビット幅で、再構成する、または、前記定数
を、各求められた前記最小の必要ビット幅で、後からキャスティングするステップと、
・前記ＦＰＧＡソースコードを通して、前記ビット幅を伝えるステップと、
が実行される、
請求項１から１３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１５】
　前記シャドーレジスタ（１０）は、前記ネットリストの作成および／またはさらなる処
理の際、ルート最適化から保護される、
請求項１から１４までのいずれか１項記載の方法。
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